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地下河川計画の検討フローと第2回検討委員会の議題

今回の委員会で、地下河川方式、平面計画・縦断計画、断面計画の計画諸元等を仮設定する。
今後、水理検討や水質変化予測等を実施し、必要に応じて、計画諸元を見直す。

別途、有識者ヒアリングを実施

大事なこと！

１．検討フロー

このスライドで伝えたいこと
・公表できると内容でよい
・実際の説明は、次のスライドですることを想定
・
・

環七付近の運河や海域沿いの放流可能
な公共用地を前提とし、
コスト、環境等の視点から抽出する。

＜検討フロー>

計画諸元の設定

放流方法の水理検討

放流先候補地の選定

放流に伴う水質等影響予測
調査(別途実施)

シミュレーション
水理模型実験

今回の内容

放流に関する水理検討 放流に伴う水質等変化予測調査

トンネルや立坑の水理検討
事業の効果の考え方

地下河川計画のとりまとめ

※必要に応じて 計画諸元を見直す

対外的に、今回の検討会で何を検討したとするか？
（悩み）放流先を選定した とすると、どこ？と聞かれた時に

答えられない…
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※必要に応じて 計画諸元を見直す



2-1 基本条件 ①基本的な考え方

気候変動を踏まえた年超過確率1/20規模の降雨(以下、CC1/20規模の降雨)に対応
環状七号線地下広域調節池等を連結し、環状七号線の地下空間を活用し東京湾までつなぐ

２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
・
・
・
・

環状七号線の地下空間を活用し東京湾へ放流

環
状
七
号
線
地
下
河
川
（
仮
称
）

約
30

㎞

環状七号線地下広域調
節池【石神井川区間】
（整備中）

神田川・環状七
号線地下調節池
（運用中）

目黒川流域調節池（仮称）
（事業中）

地下河川の事業化に
向けた取組を推進

白子川地下調節池
（運用中）

環
七
地
下
広
域
調
節
池

●流下施設の整備

②新たな調節池等の整備手法

①目標整備水準 ③平面ルート

このスライドは、重複間がすごい。
CC1/20、平面ルート とも近いスライドに出てくる。

あり方から抜粋する 議会のキーワード。
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※CC：Climate Changeの略

※CC：Climate Change（気候変動）の略

※CC1/20：気候変動を踏まえた年超過確率1/20



2-1 基本条件 ②対象流域
２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
・
・
・
・

参考）
その他の対策強化流域（５流域）
・柳瀬川・空堀川流域
・谷沢川・丸子川流域
・野川流域
・渋谷川・古川流域
・境川流域

環状七号線

白子川流域

石神井川流域

神田川流域

目黒川流域

呑川流域

環
状
七
号
線
地
下
河
川
（
仮
称
）

新宿駅

東京駅

環
七
地
下
広
域
調
節
池

目
黒
川
流
域

調
節
池

（
仮
称
）
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強化流域の川の線を入れる

最下流区間の言い方を要調整
品川駅最

下
流
区
間

環状七号線

白子川流域

石神井川流域

神田川流域

目黒川流域

呑川流域

環
状
七
号
線
地
下
河
川(

仮
称)

新宿駅

東京駅

事業化検討中

最
下
流
区
間

環
七
地
下
広
域
調
節
池

目
黒
川
流
域

調
節
池(

仮
称)

品川駅

池袋駅

総延長

約30㎞

設計中

整備中

整備済

整備済

渋谷駅

対象流域は、東京都豪雨対策基本方針における対策強化流域(10流域)のうち、以下の５流域とする。

流域名 流域面積

(km2)

備考

白子川流域 25.0

合計：
約267km2

(うち、上流域約

142km2)

石神井川流域 73.1

神田川流域 105.0

目黒川流域 45.8

呑川流域 17.7



2-1 基本条件 ③対象降雨

大事なこと！

２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
・
・
・
・

以下の降雨パターンについても検証
・線状降水帯等の様々な降雨波形(実績、アンサンブル降雨等)

・4℃上昇時の降雨波形

各河川でCC1/20

今回は５流域

計画降雨は、CC1/20規模の降雨（5流域同時）とする。
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なお、設定する計画諸元に対し、線状降水帯等の様々な降雨波形(実績、アンサンブル降雨等)や、
4℃上昇時の影響等についても検証していく。

参考

項目 計画降雨設定の方針

降雨量
実績降雨データから確率雨量を算出の上、
２℃上昇時の降雨量変化倍率（1.1倍）を乗じて設定

降雨波形 中央集中型波形

対象流域の計画降雨＝CC1/20※規模の降雨（中央集中型降雨波形・大手町観測所）

地下河川は、CC1/20※規模の降雨（5流域同時）を基本とする

各流域の計画降雨の考え方

大手町観測所における計画降雨(年超過確率1/20)

※CC1/20：気候変動を踏まえた年超過確率1/20



2-1 基本条件 ④各河川からの流入量

各河川から地下河川に流入する流入量のピークは570㎥/s

確実なもの
前提条件のありのもの グレー
②③けす

大事なこと！

２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
・
・
・
・

5流域からの
ピーク流入量 
約580m3/s

ふかし上げ最大流量 
約150m3/s約340万m3

約60万m3

②

③

＜5流域からの流入量ハイドログラフ>【各河川からのピーク流入量】

※管内貯留効果を考慮していない場合の
ピーク流量

※いずれも検討中の値

白子川
流域

石神井川
流域

神田川
流域

目黒川
流域

呑川
流域

東京湾

98

28

51

216

66
570※

230

150

110

130

100

120

250

新
河
岸
川

隅
田
川

→総流入量：約400万m3

単位：㎥/s

5流域からの
ピーク流入量 
約570m3/s
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流
域
か
ら
地
下
河
川
へ
の
流
入
量(      )

m3/s

時間

6

69

90

貯留 放流

※1管内貯留効果を考慮（最下流区間はφ12.5mと仮定）
※2管内貯留効果を考慮しない場合
いずれの値もピーク時差を考慮

150※1

580※2



2-2 地下河川方式

自然流下圧力管方式を採用※

大事なこと！

大事なこと！

２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
・事例と優先順位と圧力管を選定したこと
・
・
・

優先順位 地下河川方式 今回の採用可否

①自然流下開水路方式

【事例】ジール川トンネル放水路
(スイス)

延長約2㎞，内径6.6m

流量400㎥/s、落差50m

既設トンネル区間が
東京湾の海面以深であるため、

不可

②自然流下圧力管方式

【事例】五反田川放水路
（多摩川水系）

延長約2㎞，内径8.7m

流量150㎥/s、水位差約3m

必要なエネルギー勾配が確保で
き、水位差の圧力による放流が

可能と想定し、採用
(今後、水理模型実験等で確認)

③ポンプ併用圧力管方式

【事例】首都圏外郭放水路
（利根川水系）

延長約6.3㎞，内径10.6~10.9m

流量200㎥/s

高

低

落差50m

※川崎市HPより抜粋加工

水位差 約3m

※国土交通省HPより 7
※優先順位の考え方は都市河川計画の手引きによる

自然流下圧力管方式の放流方法（水位差の圧力による放流）を
“ふかし上げ”と定義する。

“水位差の圧力による放流” と “ふかし上げ” の使い分け
・可能な限り“水位差の圧力による放流（ふかし上げ）”を使用

文字数に制限がある場合には、
・文章の中で使うときは、 “水位差による圧力による放流”を使用
・図・表の中で使うときや、単語とセットとするとき（ふかし上げ流量等）などは、ふかし上げを使用

考え
・“放流”単独だと、ポンプを使用した放流と区別がつかない。
・“水位差の圧力による放流”は正確な表現であるが、文字数が長く、
水位差の圧力による最大放流量 等の表現は、図表中では使いにくい…

ジール川

チューリッヒ湖

トンネル延長約2㎞、内径6.6m

落差約50m

※チューリッヒ州HPより抜粋加工



地下河川方式選定の考え方（都市河川計画の手引きより）

考え方

根拠資料 このスライドで伝えたいこと
・手引きの説明
・
・

自然流下圧力管方式を採用する。

都市河川計画の手引き
（立体河川施設計画
編）より抜粋加工

自然流下開水路方式

自然流下圧力管方式 ポンプ併用圧力管方式

ポンプ排水開水路管方式

ex. 首都圏外郭放水路
   寝屋川地下河川

開
水
路
方
式

圧

力

管

方

式

混
在
型

ポ ン プ 使 用自 然 流 下

ex. 谷沢川分水路
五反田川放水路

ポ ン プ 使 用

＜一般的な採用の優先順位＞

①自然流下開水路方式

②自然流下圧力管方式

③ポンプ排水開水路方式・ポンプ併用圧力管方式

④混在型

• 既設区間のトンネルが排水域(東京湾)の水位以深にあ
るので①は採用不可。

• ②は河川と排水域の標高差がある場合(必要な動水勾配
を確保できる場合)に採用可能。環七地下河川は山の手
台地をとおる河川から取水するのでふかし上げが可能
と想定し採用。

＜採用の考え方＞

※優先順位の考え方は、都市河川計
画の手引き（立体河川施設計画編）
に基づく

<ふかし上げのイメージ>

＜留意点＞

ふかし上げ等の水理挙動につい
ては、詳細な水理検討が必要。

採用

水位差 約30m

約30km

ex. ジール川
トンネル放水路

Memo
手引き上は動水勾配、動水圧という言葉が使われているが、
水理学的には速度水頭を控除していない、エネルギー勾配、全水頭で考えるの
が正しいため記載を修正(山田先生より指摘あり)

自然流下圧力管方式とは…
・洪水を地下に流下させ、管を満管にし、上下流間のエネルギー勾配によって洪水を流下させる方式
・管きょのエネルギー損失に対して十分な落差（全水頭差）がとれる場合には、自由落下サイフォン方式となる。

地下河川方式の選定

〇地下空間における制約条件がない場合には、
施設運用の安全性や経済性を重視し、

自然流下開水路方式を極力採用すべき

〇それが難しい場合には、ポンプ排水開水路方式、
自然流下圧力管方式、ポンプ併用圧力管方式の
３方式から採用

〇３方式の優位性は、計画流量、水理条件、地形、
地下空間の制約条件、ポンプ規模等の諸条件による

〇圧力管運用をするためのエネルギー勾配が確保され
れば、施設運用の容易性や安全性、経済性の面から

自然流下圧力管方式が有利である。

ex. 谷沢川分水路
五反田川放水路

ex. ジール川トンネル放水路
入間川分水路、三沢川分水路

ex. 寝屋川地下河川
首都圏外郭放水路
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参考資料

引用：都市河川計画の手引き －立体河川施設計画編ー



参考資料 地下河川における水理状態のイメージ

考え方

根拠資料
このスライドで伝えたいこと
・圧力管のイメージ
・学識というより、都民向けを想定

P

❶通常時 ❷降雨時（貯留）

❸降雨時（水位差の圧力による放流） ❹降雨後（ポンプ放流）

放流
ポンプ放流

5流域からの
ピーク流入量 
約580m3/s

ふかし上げ最大流量 
約150m3/s約340万m3

約60万m39

❶

❷
❸ ❹



品
川
駅

武蔵小杉駅

自由が丘駅

蒲
田
駅

恵
比
寿
駅

九品仏川

環七地下河川
（最下流区間）

2-3 平面計画・縦断計画

環状七号線の地下空間を活用し東京湾までつなぐ平面ルート（下記赤線）を設定
放流先候補エリアは、東京湾を設定

大事なこと！２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
・平面ルート案、放流先（ぼやかして）
・地下河川の位置関係
・国土地理院地図版

平面計画案

環状七号線下を基本とした平面計画案を立案
放流先については東京湾を設定

環状七号線地下広域調節池等を連結し、環状七号線の地下空間を
活用し東京湾までつなぐルートを設定

環七

放流先候補エリア
⇒東京湾を設定

縦断計画案
(イメージ)

目黒川流域調節池
（仮称）
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内径
12.5m

土
被
り

約
3
5
～
５
0
m

環状七号線



2-4 断面計画

上流側区間と同径(φ12.5m)を仮設定値とし、水理検討に着手する。
今後は、水理模型実験等で水理現象を確認し、最適な管径を設定していく。

２．計画諸元の検討

このスライドで伝えたいこと
Φ12.5とすること

放流

環七地下広域調節池

石神井川区間 最下流区間目黒川流域
調節池（仮称）

白子川地下
調節池

神田川・環七
地下調節池

φ10.0m φ12.5m管径 管径
（仮設定）

φ12.5m

〇管径の仮設定

（参考）管径設定の基本的な考え方

エネルギー線とサージングのイメージ

H

t

定常実験 非定常実験
曲り、合流等の局所
損失等の設定

水位差の圧力による放流や
サージング現象の把握

定常計算による
エネルギー線の検討

管径の設定

数値シミュレーション H

t

水理模型実験
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サージングとは…を追加

サージングとは・・・

Φφ Segoe UI

Φφ Cambria Math

Φφ Times New Roman

Φφ STIX Two Math

∮ 記号

Φφ ＭＳＰゴシック

〇自然流下圧力管方式の場合
管内に貯留された水が流動し始める
際に生じる立坑内の水位変動のこと

〇ポンプ併用圧力管方式の場合(参考)
ポンプの急停止または急稼働した際
に生じる立坑内の水位変動のこと



・ 流量、ルート、管径等の設定

・放流先候補地（案）の抽出
目的
・地下河川からの放流に伴う東京湾への水質等の
変化を予測

地下河川の放流に伴う水質等変化予測調査

●有識者ヒアリング

評
価

ヒ
ア
リ
ン
グ

報告

水理検討

本委員会

本委員会

放流先候補地の選定

【別途実施】

3-1 水質等変化予測

３．今後の予定

平面計画（放流先候補地案の抽出）に基づき、東京湾の水質等変化予測等を実施し、候補地を選定して
いく。なお、水質等変化予測結果は、別途有識者にヒアリングし、評価していく。
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3-2 水理検討

仮設定した計画諸元に基づき、数値シミュレーションや水理模型実験等により放流やトンネル、立坑の
水理検討を実施し、計画諸元を定めていく

３．今後の予定

管径等の計画諸元の仮設定

水理模型実験 数値シミュレーション

×

計画諸元の設定
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・定常実験（流入量一定）
・非定常実験
（流入量の時間変化を考慮）

・模型実験の再現計算

水理模型実験 数値シミュレーション

・非定常実験
（上記以外の様々なパターン）

・模型実験の再現計算
・複数ケースの計算

×

・トンネルや立坑の水理現象の検討
・運用検討

放流に関する水理検討

トンネルや立坑の水理検討

・定常実験（150m3/s～780m3/sの５ケース）
・非定常実験（計画降雨（空Start、満管Startの2ケース））

←動水勾配線、流下能力検討

想定最大降雨、局所的な超過降雨、
局所的な計画降雨等の様々なケースを検証

←



3-3 開催回ごとの主な議題

大事なこと！

大事なこと！

３．今後の予定

このスライドで伝えたいこと
・
・
・
・

開催回 議題

第１回 ○委員会の進め方、地下河川の概要

第２回 ○計画諸元の設定

第３回 ○放流に関する水理検討

第４回以降
○トンネルや立坑の水理検討
○事業の効果、「地下河川計画（素案）」
○「地下河川計画（案）」のとりまとめ

もう少し情報が出せるか要調整！

14※開催回数や議題については、都度検討していく
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